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究を行っている。2015 年現在，地域学部学生数は 889 名，医学部は 1299 名，工学部は 2014 名，





が 5 クラス，「中国語基礎Ⅰ・Ⅱ」が 12 クラス，「韓国語基礎Ⅰ・Ⅱ」が 6 クラス，「スペイン語
基礎Ⅰ・Ⅱ」が 4 クラス開催され，また，語学基礎科目は全学の新一年生を対象としている。そ
のほかに，基礎を習得した 2 年生を対象に，「ドイツ応用Ⅰ・Ⅱ」が 1 クラス，「フランス応用Ⅰ・




うち，中国語の学生数は約 600 名になっており，トップを占めている。 
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を，どのクラスでも受講可能である。なお，2009 年から 2015 年度の中国語履修者数を以下に
まとめる。 











































































国側のメディアによると，2015 年 2 月春節期間中，日本を訪れた中国人観光客は 45 万人にの
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ぼり，「爆買い」消費額は 66 億元（1140 億円）を記録したという）が，日本の企業に多くのビ
ジネスチャンスをもたらすと同時に，2014 年に入り免税店の店舗数が急増し，4 月 1 日時点で
















修には全学から 15 名の学生が参加した。2010 年から 2012 年までは中国の河北大学で実施をし，
それぞれの年に全学から学生 9 名，12 名，11 名が参加した。2013 年度は北京林業大学で実施
し，全学から学生 10 名が参加した。 
5 年間にわたり 5 回実施したこの研修プログラムには延べ 47 名の学生が参加した。2 週間だ
けの研修プログラムなので単位の認定はなかったが，「中国語で話す度胸がついた」，「見聞を広
げた」など，毎年高評価を得ていた。帰国後，研修に参加した学生のうち，毎年 1，2 名の学生





平考試）を受験し，最高級の 6 級に合格した。 
2014 年度からはプログラムの充実を図り，協定校の台湾銘傳大学で全日程 3 週間，総学習時






















深めた。帰国後は研修参加者全員が第 84 回日本中国語検定 4 級，3 級を併願した形で受験した。
中国語検定受験の準会場として鳥取大学会場の開設を検定協会側に申請し，学生の受験に便宜
を図った。また，2015 年 9 月では全学から 12 名の学生が研修に参加した。参加した学生は，
海外に働きたくなった，もっと中国語を勉強したくなった，グローバル社会を生きていく大き
な資源を手に入れたと，目を輝かして戻ってきた。帰国後，そのメンバーたちも 11 月 22 日に










学といった 13 の大学から 16 名の教員が参加した。 





9 月 4 日（金）午前は，8：30 から 12：00 まで，3 時間にわたり，2 名の担当者が，中国で
の外国人学習者向けの中国語テキスト刊行の現況，HSK 試験について紹介を行い，とりわけ，
目下中国で人気を博した反転教室について説明を行った。午後は故宮博物院見学であった。 
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でも 142 万 5100 人の中国人観光客が訪日した記録を残しているという。また，中国の若者の
間では，アニメやドラマ，ファッションなどを通して日本へのあこがれが高まっており，近年，
旅行等を通して日本を知る知日派も増えつつある。2015 年度 10 月までに日本を旅した外国人
旅行者は推計 1,631 万人に達し，2014 年度 1 年間の数を上回り，過去最高を更新し，外国人
旅行者の消費額は初の 1 兆円を超えたという。国・地域別の旅行者数として，中国人観光客は
428 万 3,700 人に上り，2014 年度同期に比べて 2.1 倍以上増加した。また，同じく中国語圏の
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